存在の真理と存在の歴史 : 前期から中期へのハイデッガー哲学の変遷を中心に by 上原, 潔
Title存在の真理と存在の歴史 : 前期から中期へのハイデッガー哲学の変遷を中心に
Author(s)上原, 潔






































































































在者 das Seiende im Ganzen」の分析によって根本的問いを遂行しようとする。この試みは「形





































































の真理である」(GA9, 201)。この文章は一見すると、「真理の本質das Wesen der Wahrheit」



























































































































存在の真理において、現存在は「現‐存在 Da-sein」、「存在の明け開け Lichtung des Seins」
として、存在が現れてくる「存在のそこ(Da)」という意味を強める。また、この存在自身は
























































































































































































































































































































                                                        
1 Martin Heidegger  Gesamtausgabe, Bd.47, Nietzsches Lehre vom Willen zur Macht als 









くことが出来ません。私は全く本を書いていません」。(Martin Heidegger/Elisabeth Blochmann 
Briefwechsel 1918-1969, hrsg.von Joachim W. Storck, Marbach am Necker, Deutsche 























森の道は水源へと続いています』」。(C.F. von Weizsäcker, Begegnungen in vier Jahrzehnten, in: 











Existenzphilosophie im geistigen Leben der Gegenwart, 3.Aufl., 1964, S.215.)。以上の点から、本
稿においては、転回とは『寄与』において述べられた転回であると解釈する。 
















14 Martin Heidegger/Karl Jaspers Briefwechsel 1920-1963, hrsg. von Walter Biemel und Hans 










                                                                                                                                                                  
 
